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児童養護施設等退所者の実態調査結果 
 

東京都では、平成２２年度及び平成２７年度に、児童養護施設などを退所した方に対す

るアンケート調査を実施し、施設退所（措置解除）時の支援や、退所後（措置解除後）の

生活・就労に関する課題、退所者のニーズを把握し施策に活用してきました。前回調査か

ら５年が経過し、自立支援に関する現状と課題を把握するとともに、前回調査等と比較す

ることによりこれまでの取組について検証するため、今般、児童養護施設等を退所（措置

解除）した方を対象に実態調査を実施しました。 

 

 

・児童養護施設、自立援助ホーム、児童自立支援施設、養育家庭、ファミリーホームの退

所者 

・回答者数５４５人（回答率１９．６％） 

 

 

就労・進学の状況 

・退所直後の進路は、「進学」が４６．５％、「就職」が４２．８％で、調査開始以降初め

て「進学」が「就職」を上回った。 

・最終学歴は、高校が５７．５％で最多。４年制大学が９．４％で前回調査と比べて増加 

・現在の雇用形態は、正規雇用が４７．８％、非正規雇用が４９．５％ 

・退所後に就いた仕事で「すでに辞めている」者のうち、４２．９％は就職から 1 年未

満で辞めている。 

健康状態・医療サービスの状況 

・通院している診療科は「心療内科」、「精神神経科」がともに４１．４％で最も多く、前

回調査と比べて増加 

その他 

・困った時の相談相手は、施設の（元）職員が４４．９％で最多 

・退所に向けて不安だったこととして、「生活費や学費のこと」が最も多く、次いで「将

来のこと」、「仕事のこと」、「住まいのこと」となっている。 

   

 

 詳細は以下の福祉保健局ホームページに掲載のとおり 

https://www.fukushihoken.metro.tokyo.lg.jp/kodomo/katei/taishosha-chosa.html 

 
【問い合わせ先】 福祉保健局少子社会対策部育成支援課 榎本、小竹 

         電話 03－5320－4120（直通） 都庁内線 32-610、652 
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